
令和７年度 熱中症対策マニュアル 

袖ケ浦市立平川中学校 

 

（１） 熱中症について 

熱中症とは体温を平熱に保つために汗をかき、体内の水分や塩分（ナトリウムな ど）の減少や血液の流れ

が滞るなどして、体温が上昇して重要な臓器が 高温にさらされたりすることにより発症する障害の総称で

す。高温環境 下に長期間いたとき、あるいはいた後の体調不良はすべて熱中症の可能性があります。 

熱中症は、死に至る可能性があり毎年悲しい事故が起こっています。しかし、予防法を知って実践すること

で防ぐことができ、応急処置を知っていれば重症化の回避、後遺症を軽減することもできます。 

 

（２）活動指針 

 WBGT 計で活動場所の測定をする。 活動開始前は必ず計測と記録をする。また活動中も 1 回以上は計

測し、記録する。熱中症警戒アラート発表時は、測定頻度を高くし、暑さ指数の変化に十分留意する。  

表１ 暑さ指数（WBGT）に応じた注意事項等 環境省書きのイベントにおける熱中症対策ガイドライン２020より 
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WBGT31以上は原則運動中止！活動前は必ず計測と記録を徹底！



（３）役割分担 

・WBGT計は４台（体育館は常設・職員室に 3台あり、活動時持ち出し）  

・活動担当者が活動開始前に運動場にWBGT計を設置し、活動開始前・活動中に、観測と記録をする。活

動が続く場合は、毎時間開始前・活動中に観測と記録を行う。体育館での活動は WBGT 計を常置してあ

るため、活動開始前・活動中の観測と記録を行う。 

・校外や武道場での活動では、職員室にあるWBGT計を持ち出す。 

・教頭、養護教諭も確認する。 

 

（４）情報の集約 

実際の暑さ指数を確認しつつ、環境省の熱中症予防情報サイトをお気に入りなどに入れて確認する。 

緊急時は、打合せを行い、教室や放送等で注意喚起を行う。 

 

（５）熱中症対策セットは保健室前廊下 担架の上 

保健室冷蔵庫にスポーツドリンク、OS-1 があります。氷は保健室の冷凍庫もしくは給湯室のものを使

う。応急処置フロー図は次ページを参考とする。時間や症状を後ほど報告できるように記録しておく。 

  熱中症疑いの症状があるものは、一人にせず、必ず誰かがつくこと。下校は原則保護者迎えとする。 

 

（６）緊急時の体制 



 



（７)熱中症事故後の対応  

被害生徒の保護者の感情に十分配慮しつつ、日本スポーツ振興センターの災害共済給付の請求について

説明を行う。 

 

（８）熱中症による事故事例 

 

独立行政法人日本スポーツ振興センター発行 熱中症を予防しようより 

 

 

 

 

〈参考資料・引用資料〉 

・千葉県教育委員会 「学校における熱中症対策ガイドライン」 

・環境省熱中症予防情報サイト 


